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To examine the effect of oxygen administration on umbilical venous Po2(UVPo2), We diVided 49
patients undergOing el∝tive cesarean section under spinal anesthesia into 3 groups:(1)room air(RA)21,
(2)0231/min by Simple vinyl mask(Q3VM)14 and(3)0261/min by mask through anesthesia
machine(026 AM)14 and measured maternal arterial P o2(MAPo2)and UVPo2・
The UVPo2 value of 35 7±2 3 mmHg in 026 A市l group was significantly higher than those of other t、vo
grOups,242±1.3 1mHg in RA and 25 2±1 9 mmHg in 023VM,and a linear correlation between UVPo2
and MAPo2 was obtained, i, e UVPo2=0 031 ⅣIAPo2+197(r= .617, P<0001)
We conclude that UVPo2 inCreases in prOportion to the increase in MAPo2 and that the extra margin
of oxygen in the fetus could be expected by the administration of oxygen to the mother
脊椎麻酔下の帝王切開術患者のルーム・エアー (RA)群21名,0231/分をビニール・マスクにて投与する (02
3VM)群14名及び0261/分を麻酔器よリマスクにて投与する (02 6 AM)群14名の三 に分け,母体動脈血Po2
(MAPo2)および謄帯静脈血Po2(UVP02)の変動を検討した。
UVPo2は,RA群242±1.3m Hg,023 VM群252±1 9mHg,026 AM群357±2 3mmHgであり,02 6 AM群の
み他群に比較して有意 (P<001)に増加した。全測定値では,UV Po2=0 031MAPo2+197(r=0.617)と有意
(P<0.001)の相関が得られ,母体に酸素を投与すればUVPo2はMAPo2の増加とともに直線的に増加し,胎児の酸
素備蓄の増大が期待できる。












対 象 と 方 法
脊椎麻酔下に予定帝王切開術をうける,呼吸 。循環器系に異常のない患者を無作為に,ルー ム・エアー (RA)
群21名,0231/分をビニール・ マスクにて投与する (02 3 VM)群14名および0261/分を麻酔器よリマスクにて投
与する (02 6 AM)群14名の三群に分けた。各群の年齢および体重は表 1に示し,帝王切開術の適応理由は表2に示
した。患者には研究の内容を説明し,母体動脈血および謄帯血の採取の同意を得た。
表1.対象三群の例数と年齢および体重 表2.予定帝王切開術の適応と各群の例数



















































結     果
対象患者の年齢,体重は,三群間に有意差はみられなかった (表1)。手術は全例脊椎麻酔のみで行えたが,児娩





群103.4±26●IHg, 02 3 VM群183.0±8 3mHg, 026
AM群5241±26.Onll Hgと有意 (P<0.01)に増カロした。
llVP02は各群それぞれ,24.2±1 311Hg,25.2±1.9omHg,




15.5± 1.5   14.7±.0
8.7±1.3    7.3±0.7
平均土標準誤差 ,群問有意差な し
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脊椎麻酔下予定帝王切開術における酸素投与の謄帯静脈血酸素分圧
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285±1.5    251 ±06
-3.5±0.3  -4.8±03
図 1

















*PH&PC02:RA ttvs026AM tt PくO ф
**BE:023VM tt vs 026AM tt Pく001
謄帯動脈血 (UA)では,pH,PC02は三群間に有意差な





























全 体 27.2±1.7(30) 23.8±1.6(19)  ns
平均±標準誤差 ,()内は例数を表す
SBP:収縮期血圧 ,ns:有意差なし




アプ行うコア~ 8.5±0.2 8.3±0.2      3.9±0.1
平均士標準誤差,pH,Pco2,アプガ~・スコアー:n3
*BE:023VM ttvs 026AM tt Pく0 5
**P02:026AM tt vs他群 Pく0.01






50.4±17     47.5±1.3
-0.4±0.3  -2.0±0 5


















































におよぼす影響                      (日赤医学 第47巻 第2号 1995 9)(233)
王切開術の患者に種々の酸素投与法を行い検討 したところ,母体動脈血Po2の上昇とともに騰帯静脈血Po2は直線的
に有意に上昇 した。従 って,母体に酸素を投与すれば胎児の酸素備蓄の増大が期待できるものと思われる。
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